
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 草津栗東防犯自治会  ℡０７７－５５１－０１０９ ● 草津警察署  ℡０７７－５６３－０１１０ 

 3月 24日付で草津警察署長に着任いたしました大橋忍でございます。 

 地域住民の皆様方や関係機関･団体の方々には平素から警察活動全般にわた

り深い御理解と御支援を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、ここ数年の草津警察署管内の犯罪情勢を見ますと、刑法犯認知件数は

県下の件数と同様に減少傾向にあり、昨年の刑法犯認知件数は一昨年の件数よ

りも 300件以上減少させることができました。 

 これは、ひとえに皆様方や関係機関･団体の方々の御理解と御支援を賜り、連

携した犯罪抑止活動を積極的に推進した成果があらわれたものであります。 

 その一方で、高齢者を狙った特殊詐欺事件や、子どもや女性を狙ったわいせ

つ事件のほか、乗り物盗やひったくり、車上狙い等といった街頭犯罪は依然と

して発生し、それらへの対策が必要な状況は継続しています。 

 我々が目指す「安全で安心なまち」を実現するためには、皆様方の自主防犯

意識の向上と地域の実情に基づいた防犯活動の推進が必要不可欠だと考えてお

ります。 

草津警察署といたしましても、全署員が一丸となり、これまで以上に地域や関係機関や団体との連携

を強化し、街頭パトロール、犯罪被害防止に向けた情報発信、事件解決に向けた捜査を推進していきま

すので、今後も、より一層の御支援と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

うまい話を信用しない！うまい話、絶対もうかる話

には、必ず大きな落とし穴。 

そうだんする！ 

一人で判断せず、家族・知人・相談機関に相談を。 

つられて返事をしない！すぐに契約しない！悪質業 

者は、言葉巧みにすぐ契約するよう迫ってきます。 

きっぱり！はっきり！断る！ 

曖昧な返事をせず、キッパリ！ハッキリ！断る！ 

○ 草津警察署(077-563-0110)または最寄りの 

交番、駐在所 

○ 警察総合相談電話「♯9110番」 

○ 滋賀県の消費生活センター、または市町の 

消費生活相談窓口(消費者ホットライン 188番) 

【事例①】「マスクを無料配布する」と

記載されたURLつきのメッセージが

スマホに届いた。 

【事例②】「新型コロナウイルスの流行

拡大で金の相場が上がる。金を買う権

利を申し込んだ方がよい」と勧誘され

た。 

 

いずれも新型コロナ 

ウイルスの感染拡大に 

便乗した悪質商法です。 

心当たりのない不審なメールやメッセ

ージが届いても、安易にURLをクリッ

クすると、フィッシングサイトに誘導さ

れたり、個人情報を取得されたりする可

能性があります。また、新型コロナウイ

ルスを口実にした儲け話にもご注意く

ださい。 



 

 

１   

◆お試しのつもりで購入した健康食品 

や化粧品の契約トラブルに関する相談 

 インターネット通販等で、「お試し」や１回限り

のつもりで健康食品や化粧品を申し込んだが、実は

数回または数か月の「定期購入が条件」だった。 

◆注意点 

商品を注文する際には、「定期購入が条件となっ

ていないか」などの契約内容をしっかり確認しまし

ょう。また、注文の最終確認画面や注文確認メール

など、契約内容を保存しておきましょう。 

 通信販売にはクーリングオフ制度がないので、

「解約･返品できるかどうか」などの解約条件につ

いても十分確認しましょう。 

新型コロナウィルスの感染拡大に便乗した偽

のメールを送りつけ、個人情報を盗み取る事案が

全国的に発生しています。実在する保健所を装っ

て、偽のメールを送り添付ファイルを開封させコ

ンピューターウィルスを感染させたり、マスクの

販売情報に関する偽サイト 

に誘導したりするメールが 

確認されています。メール 

に添付されたファイルの開 

封やURLへのアクセスは 

十分注意してください。 

 

 

「私には関係ない」という気持ちはありませんか？そういった気持ちがスキを作り、

そのスキが犯罪者を呼び寄せてしまうこともあります。また、皆さんがしっかりして

いるつもりでも、一瞬の油断を狙われ、怖い場面に遭遇することもあります。被害に

あう可能性は誰にでも同じようにあります。普段からの被害防止を心掛けて下さい。 

街灯のある明るい道、人通りの多い道を選び、複数で帰りましょう。 

音楽を聴きながら、携帯電話を操作しながら等は、注意力が散漫になり大変危険です。 

時々後ろを振り返ったりして「警戒していること」をアピールしましょう。 

いざという時に大きな声はなかなか出ないので、防犯ブザーや防犯ライトを携帯する。 

上着を羽織るなどして、ミニスカートや薄着姿を避ける。 

盗まれた自転車は、路上や駐輪場の片隅で長時間放置され、

通行人や他の利用者の迷惑になります。 

また、別の犯罪者の逃亡手段になったり、ひったくりの足と

して利用されてしまうこともあります。 

「ちょっと拝借」感覚の犯人は、カギをかけていない簡単に盗める自転車を狙います。 

盗もうとする者は、解錠や破壊に手間取ることを嫌がります。違う種類のカギを２つかけましょう。 

管理者がいる、防犯カメラがある、人目につく等、できるだけ安全な駐輪場を選びましょう。 

 

駐輪場のラックや柵等に、自転車をカギでロックしましょう。 

 

自宅敷地内でも、カバーをかける、車庫や玄関に入れる等人目につかない工夫を。 

 


